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　両群 とも初回検査時の頭部X線 規格写真 を用
いた。分析するにあたり,以下の計測点および基
準線,計 測項 目を設定 した1,6～9)(図1)。










　各項目について計測 を3回行い,計 測値 として
ることを 目的 と した。




咬を呈 さず,当 科 において骨格性下顎前突症 と診
断され,オ トガイは5.0mm以上偏位(平 均7.0±
1.7mm)し,片側性 クロスバ イ トを呈 している
症例の中か ら資料の整 っている14症例(男 性4
名,女 性10名,平 均 年 齢19.1±3.7歳,平均
ANB=-4.3±3.0°)と対照群 として初診時開咬を
呈 さず,当 科 において骨格性下顎前突症 と診断さ
れ,非 対称が認め られず,ト ータルクロスバ イ ト
を呈 してい る症例 の中か ら資料の整 っている11
症例(男 性6名,女 性5名,平 均年齢20.5±3.4歳,
平均ANB=-5.8±2.3°)の初診時頭部X線 規格






　 2.計 測 装 置
　上下顎口腔模型のデータ化に非接触型三次元計
測 装 置VIVID910(kONICA　MINOLTA社製)
を用いた。模型か らスキ ャナーの位置 を900mm
に設定 し,レ ンズはTeleレンズを用いた。　Table
scanシステムを用い,回 転 テーブル に設置 され
た上下顎口腔模型を90°ずつ回転 させ計4回 のス
キャンで歯列模型全体 を撮影 した。一度のスキャ
ンで640×480個のデータが採得 され,こ のポ リ
ゴ ンデ ー タはPolygon　Editting　Tool(kONICA









　 1.頭 部X線 規 格写真 にお ける計 測値
　対称性 下顎前 突症群 では左右側 の各計測値 にお
い て有 意 な差 は認 め られなか った。
　 非対称 性下 顎前 突症 群 にお いて非偏 位側Cd-
AgoとMe-Agoで は偏 位 側Cd'-Ago'とMe'
-Agoより有意 に大 きな値 を示 し ,非偏位 側ML/
Agoは偏 位側ML'/Ago'よ り有 意 に小 さな値 を
示 した。 ま た,非 偏 位側Interspinosum　axis∠
CD-Mand　D.　M.で は 偏 位 側Interspinosum
axis'∠CD'-Mand　D.　M.よ り有意 に大 きな値
を示 した(p<0.01)。
　 対 称群 と非 対称群 の 比較 で は,ML/Agoで 対
称 群 が,ML/Meで 非 対称 群 が有 意 に大 き な値
を示 し(p<0.01),Interspinosum　axis'∠CD'
































































































の減少に対応 しており,あ る幅径差を超 えたとこ
ろで,基 底骨の幅径差を歯軸関係では補償できな
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を取 り巻 く筋圧が影響することが示 されている。
Takadaら12)は,偏位 に伴 う頬,舌 圧 を歯牙で補
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